定例研究報告会 I 明治末期の物価騰貴 - 戸田海市と河上肇の所説をめぐって - by 小野, 一一郎
Title定例研究報告会 I 明治末期の物価騰貴 - 戸田海市と河上肇の所説をめぐって -
Author(s)小野, 一一郎







第 125巷 第 3号
哀 辞
故穂積文雄名誉教授遺影および略歴
フランス貴族商業論のひとこま 祐論 -=---木 崎 喜 代 治
比較生産費説 ･国際価値論 ･貿易利潤 (中)-･-本 山 美 彦
ディルクの剰余価値論 (上)-･･- ･-･･芹 徹
19世紀末 ドイツにおける ｢本源的蓄積｣と
土地所有taト ････加 藤 房 班
追 憶 文
先生の思い出 伊 達

















生の田中 宏会員より報告をうけたD (事務局 細川 元雄)
Ⅰ 明治末期の物価騰貴 - 戸田海市と河上室の所説をめぐって-










104 (214) 第125巻 第3号
ぐれた分析を展開した本学教授戸田海市 (かいち)の所説を紹介 ･検討すると共に,当
時戸田の影響下にあって,A.フイッシJL--批判をとおして,世界の物価騰貴それ自体
の原因を追及した河上聾の所説にも開設し,さt,に戸田と河上との理論上の交渉と異同
に言及することを且的としたものであるO
